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新
潟
大
学
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
病
気
の
予
防
を
目
的
と
し
た
情
報
収
集
の
た

め
、
三
市
村
に
お
け
る
健
康
コ
ホ
ー
ト
調
査
（
長
期
間
に
わ
た
る
健
康

調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
村
で
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
に
、
生
活
習
慣
に

関
す
る
基
礎
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
後
二
十
年
間
に
わ
た
り
、

皆
さ
ん
の
健
康
状
態
や
病
気
を
追
跡
調
査
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
平
成

二
十
三
年
一
月
一
日
現
在
で
四
十
〜
七
十
四
歳
の
方
で
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

「
村
上
・
関
川
・
粟
島
総
合 

　
　
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

　
　
　
　
　
　
　っ
て
何
？ 

　 　
病
気
の
予
防
を
目
的
と
し
て
、

中
高
年
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
行
う

大
規
模
な
健
康
調
査
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
貴
重

な
健
康
情
報
を
、
地
域
全
体
で
共

有
し
、
生
活
習
慣
病
や
介
護
予
防

に
役
立
て
よ
う
と
す
る
息
の
長
い

健
康
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。 

 

何
の
た
め
に
調
査
を
す
る
の
？ 

　 　
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
見
る
健
康
情

報
は
、
一
見
正
し
そ
う
な
も
の
か

ら
そ
う
で
な
い
も
の
ま
で
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
科
学
的
に
確
か
な

健
康
情
報
を
得
て
か
ら
病
気
の
予

防
を
考
え
る
こ
と
が
最
も
重
要
で

す
。 

　
調
査
の
目
的
は
、
健
康
調
査
か

ら
得
ら
れ
る
科
学
的
な
健
康
情
報

を
も
と
に
、
こ
の
地
区
の
皆
さ
ん

が
ど
う
す
れ
ば
生
活
習
慣
病
を
予

防
で
き
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
と
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
生
活
習
慣

病
予
防
効
果
を
確
か
め
る
こ
と
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
鮭
な
ど
の
魚

に
多
く
含
ま
れ
（
図
１
）
、
骨
粗

し
ょ
う
症
、
大
腸
が
ん
、
糖
尿
病

の
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

 

い
つ
・
何
を
調
査
す
る
の
？ 

 

◆
平
成
二
十
三
年
二
月
に
生
活
習

慣
に
関
す
る
基
礎
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。 

　
健
康
状
態
、
喫
煙
・
飲
酒
、
食

生
活
、
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。 

◆
平
成
二
十
三
年
春
に
身
体
（
血

液
）
検
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

　
特
定
健
診
や
職
場
の
定
期
健
康

診
断
な
ど
を
受
け
る
方
、
医
療
機

関
を
受
診
す
る
方
の
う
ち
、
同
意

を
得
た
方
の
健
診
結
果
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
通
常
の
血
液
検
査
に
加

え
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
検
査
し
ま
す
。

一
部
の
血
液
は
凍
結
保
存
し
、
将

来
、
病
気
に
な
る
人
と
な
ら
な
い

人
で
何
が
違
う
か
を
比
較
す
る
検

査
も
行
い
ま
す
。 

◆
平
成
二
十
三
年
か
ら
二
十
年
間
、

病
気
の
原
因
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
ま
す
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
後
、
脳
卒
中
・

が
ん
・
心
臓
病
・
骨
粗
し
ょ
う
症
・

関
節
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な

っ
た
か
ど
う
か
を
医
療
機
関
で
調

べ
ま
す
。
病
気
に
な
っ
た
人
と
な

ら
な
か
っ
た
人
で
、
何
が
違
っ
て

い
た
の
か
を
調
べ
、
病
気
の
原
因

を
探
り
ま
す
。 

〈図１〉 

～村上・関川・粟島総合健康プロジェクト～ ～村上・関川・粟島総合健康プロジェクト～ 
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対
象
者
は
誰
で
す
か
？ 

 

　
対
象
者
は
、
平
成
二
十
三
年
一

月
一
日
現
在
で
、
四
十
〜
七
十
四

歳
の
村
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
調
査

へ
の
参
加
は
任
意
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
大
勢
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　
な
お
、
「
関
川
健
康
コ
ホ
ー
ト

調
査
」
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
の
実
施
す
る
全
国
健
康
コ
ホ

ー
ト
調
査
「
多
目
的
コ
ホ
ー
ト
調

査
」
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
村
民

の
生
活
習
慣
や
健
康
状
態
を
他
の

調
査
参
加
地
区
と
比
較
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。 

 

 

　個
人
情
報
は 

　
　
保
護
さ
れ
ま
す
か
？ 

　 　
健
康
調
査
で
は
、
参
加
者
の
個

人
情
報
を
厳
重
に
管
理
し
ま
す
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個
人
名

が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
て

統
計
的
に
処
理
を
し
て
、
そ
れ
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

（
責
任
者
‥
新
潟
大
学
大
学
院
　

　
　
　
　
准
教
授
　
中
村
和
利
） 

  

参
加
す
る
利
点
は
何
で
す
か
？ 

　 　
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
参
加

者
個
人
の
食
事
調
査
結
果
（
栄
養

摂
取
量
）
と
血
液
中
の
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
の
検
査
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る

ほ
か
、
健
康
コ
ホ
ー
ト
調
査
か
ら

得
ら
れ
る
最
新
の
研
究
成
果
を
定

期
的
に
送
付
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
研
究
者
が
毎
年
村
を
訪
れ
、
最

先
端
の
研
究
成
果
な
ど
を
お
話
し

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 
コ
ホ
ー
ト
調
査
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先 

　
　
　
住
民
福
祉
課
健
康
介
護
班 

　
　
　
　
　
　
六
四
―
一
四
七
二 

もう少し詳しく知るには？ 
　 
新潟大学のホームページをご覧ください。 

「村上・関川・粟島総合健康プロジェクト」

の詳しい情報が得られます。 

生活習慣病の予防につながる 

大切な調査です。 

ご協力お願いします。 

中村和利／新潟大学大学院准教授 

経歴等 

1988年　新潟大学医学部医学科卒業  
1988年　福島県立医科大学助手  
1996年　新潟大学医学部助手  
2007年　新潟大学大学院医歯学総合研究科
　　　　（地域予防医学）准教授  
専門：予防医学、公衆衛生学 
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６．部門別職員数の状況 

５．職員手当の状況 
（１）扶養手当など （２）時間外勤務手当 

　給与の概要は平成22年４月１日現在の
「給与実態調査」によるものです。 
　なお、詳しくは村のホームページにも
掲載する予定です。 

http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/

区分 

扶
養
手
当 

住
居
手
当 

通
勤
手
当 

期
末
・
勤
勉
手
当 

退

職

手

当

 

管
理
職
手
当 

一
　
般
　
行
　
政 

合　　計 

部門 
区分 職　員　数 

差引 主 な 増 減 理 由  
平成22年度 

特
別
行
政 

公
営
企
業
等 

内　　　　容 国 

同じ 

同じ 

同じ 

同じ 

同じ 

１月当たり 
33,200円～ 
130,300円 

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　13,000円 
その他　　各6,500円 
子（16歳年度初め～22年度末）　　　 加算5,000円 

借家　月額12,000円を超える家賃を支払っている職 
　員に対し、家賃の額に応じて　　　最高27,000円 

通勤距離が２㎞以上である職員に支給 
交通機関利用者 
　負担している運賃額に応じて　　　最高55,000円 
交通用具使用者 
　通勤距離に応じて　　 2,000円から最高24,500円 

平成21年度支給割合 
　　　　　　　　期末手当　　　 勤勉手当 
　　６月期　　　1.25月分　　　　0.70月分 
　　12月期　　　1.50月分　　　　0.70月分 
　　　計　　　　2.75月分　　　　1.40月分 
職制上の段階・職務の級などによる加算措置　有り 

（支給率）　　自己都合　 勧奨・定年 
勤続20年　　　23.5月分　　30.55月分 
勤続25年　　　33.5月分　　41.34月分 
勤続35年　　　47.5月分　　59.28月分 
最高限度額　　59.28月分　　59.28月分 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（２％～20％加算） 
　（退職時特別昇給　　　なし　　　　　） 

管理職に対して職務の級等に応じて定額を支給 
　①課長・局長　　　　38,800円 
　②参事　　　　　　　31,000円 
（現在、10％を減額して支給） 

平成20年度 

平成21年度 

支給実績 

職員１人当たり 
平均支給年額 

支給実績 

職員１人当たり 
平均支給年額 

795万7千円 

7万3千円 

1,037万9千円 

9万6千円 

議　　会 2 0

総務企画 20 △　1 事務の統合縮小による減 

税　　務 7 △　1 Ｈ21は産休・育休職員があり増員した 

農林水産 10 0

商　　工 3 0

土　　木 5 0

民　　生 27 0

衛　　生 8 0

小　　計 82 △　2

教　　育 15 △　3 課の統合・小学校統合による減 

消　　防 0 0

小　　計 15 △　3

病　　院 4 0

水　　道 2 0

下 水 道  2 0

そ の 他  9 1 業務増で臨時職員対応を正職員対応とした 

小　　計 17 1

114

平成21年度 
2

21

8

10

3

5

27

8

84

18

0

18

4

2

2

8

16

118 △　4

４．一般行政職の職員数の状況 

※保育・技能労務職員などは含まれていません。 

区 　 分  

代表的な職名 

職 員 数  

構 成 比  

５級 

課長・局長・参事 

７人 

11.7％ 

４級 

主　幹 

10人 

16.7％ 

３級 

主査・副主幹 

18人 

30.0％ 

２級 

主　任 

21人 

35.0％ 

１級 

主事・主事補 

４人 

6.6％ 

計 

60人 

100％ 

※教育長を含む 
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　村職員の給与や職員数などについて、村民の皆さんに知ってい
ただくため「関川村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づいて公表します。 

１．人件費の状況（平成21年度普通会計決算） 

※普通会計には、水道職員などの公営企業にかかる経費は含まれていません。 

２．職員給与費の状況（平成21年度普通会計決算） 

３．職員の給料などについて 

※1．職員手当には退職手当を含みません。 
　2．職員数は平成21年４月１日現在の水道職員などの公営企業を除いた人数です。 

※経験年数とは、採用前に民間企業での勤務経験などがある場合には 
　その期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。 

（１）平均給料月額 

（２）学歴や経験年数の違いによる平均給料月額 

（４）特別職の報酬等の状況 

（３）初任給 （５）給与の削減措置 

住民基本台帳人口（21年度末） 歳出額（Ａ） 

職員数（Ａ） 

区分 

区　分 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満 25年以上30年未満 30年以上35年未満 35年以上 
経験年数 

一般行政職 

平均年齢 

高校卒 

高校卒 

大学卒 257,100円 

231,700円 

－ 

299,600円 

254,100円 

－ 

313,300円 

303,800円 

－ 

371,500円 

337,500円 

277,200円 

402,900円 

362,100円 

257,100円 

－ 

401,300円 

301,800円 技能労務職 

一　般 

行政職 

区　分 対象職員 措　置　内　容 

管理職員 管理職手当 10％減額 

関川村 

大学卒 172,200円 

140,100円 

137,200円 

新潟県 

178,800円 

144,500円 

141,900円 

国 

Ⅰ種　181,200円 
Ⅱ種　172,200円 

Ⅲ種　140,100円 

137,200円 

高校卒 

高校卒 技能労務職 

一　般 

行政職 

平均給料月額 

技能労務職 区　分 

給

料

 

報

酬

 

月　　額 期末手当 

平均年齢 平均給料月額 

関川村 41.8 297,600円 

6,741人 

96人 327,999千円 29,940千円 119,621千円 477,560千円 4,975千円 

5,827,068千円 746,135千円 12.8％ 16.8％ 

49.4 258,600円 

村　長 610,000円 （21年度 支給割合） 
　　　　　3.1月分 

（21年度 支給割合） 
　　　　　3.1月分 

副村長 500,000円 

期末・勤勉手当は一般職員と同じ 教育長 457,000円 

議　長 240,000円 

副議長 172,000円 

議　員 156,000円 

新潟県 42.8 341,049円 48.7 351,003円 

国 41.9 325,579円 49.3 284,514円 

一人当たり給与費 
（Ｂ）／（Ａ） 給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

給　　　与　　　費 

人件費（Ｂ） 人件費率（B）/（A） （参考） 
20年度の人件費率 
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支給対象者について 

　次の①・②の条件をどちらも満たす場合に、支給の対象となります。 

　① 同一世帯内の後期高齢者医療制度加入者で、『医療費』と『介護サービス利用料』の　

　 両方の自己負担が対象期間内にあった場合。 

　② 同一世帯内の後期高齢者医療制度加入者で、『医療費』と『介護サービス利用料』の　

　 自己負担額の合計が下表の自己負担限度額を超えた場合。 

※同一世帯であっても、後期高齢者医療制度に加入していない家族の自己負担額を合計することはでき

　ません。また、食事代や居住費などは含みません。 

 

 

 

 

 

（※注）所得区分は、基準日（平成22年７月31日もしくは、資格喪失の前日）現在の所得に応じて適用されます。 

申請手続きのご案内の発送 

　支給の対象となる方には、平成22年12月初旬より新潟県後期高齢者医療広域連合から申請手続き

のご案内を発送します。 

※ただし、下記のような場合には、申請手続きのご案内が広域連合から発送できない場合がありま

　すので、支給対象者になると思われる場合には、住民福祉課までお問い合わせください。 

　【平成21年８月１日から平成22年７月31日までの間に…】 

　　　▼75歳に到達するなど、後期高齢者医療制度に加入された方がいる場合。 

　　　（加入前が協会けんぽなど） 

　　　▼加入者の方が亡くなられた場合。 

Vol .６　高額医療・高額介護合算制度について 

　高額医療・高額介護合算制度とは、1年間の医療費と介護サービス利用料の自己負担額

が高額になった方の負担を軽減することを目的とした制度です。 

　この制度は、毎年8月1日から翌年7月31日までの1年間分を対象期間としています。 

今回申請していただく対象は、平成21年8月1日から平成22年7月31日まで の1年間の

医療費と介護サービス利用料です。 

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　TEL　６４－１４７２ 

所得区分（※注） 
自己負担限度額 

対象期間：平成21年８月１日～平成22年７月31日 

現役並み所得者 

一　　　　　般 

住　民　税 

非課税世帯 

区　分　Ⅱ 

区　分　Ⅰ 

67万円 

56万円 

31万円 

19万円 



冬の交通事故防止運動 冬の交通事故防止運動 
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　　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？ 

　　平成22年度の国民年金保険料額は、１か月15,100円です。納めた保険料は 

　「社会保険料控除」として全額控除の対象となり税金の負担が軽減されます。 

　　納付が済んでいない方は、近くの金融機関等で納付してください。 

 

 
　　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納付が困難だからと

　いってそのままにせず、必ず、役場住民福祉課で手続きを行ってください。 

　　なお、保険料免除などの承認された期間（多段階免除承認期間において一部納付がない期間は除

　かれます）は、老後に年金を受け取るための資格期間に含まれるだけでなく、万一のときに、障害

　基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも含まれます。 

　　また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前年の所得に関係なく

　免除される特例もありますので必ず相談してください。 

 
国民年金に関する問い合わせ先　　住民福祉課住民班　TEL　６４－１４７１ 

　今年２月から進めてきた「大したもん蛇」
の商標登録について、このたび特許庁への手
続きが完了し、村の商標登録となりました。 
　登録期間は、平成22年10月15日から10年
間です。 

　商品区分は以下のとおり 

 ◆第25類（Ｔシャツ・トレーナー） 

 ◆第30類（菓子及びパン、米） 

 ◆第32類（ビール・清涼飲料・果実飲料） 

 ◆第33類（日本酒） 

 
これらの品物に「大したもん蛇」を使う
ときは、村の許可が必要です。 
 
問い合わせ先 

　総務課総務班　TEL ６４－１４７６ 

　12月11日から20日までの10日間、冬の交通事故防止

運動が行われます。年末が近づくと、人や車の動きが慌

ただしくなり、冬型の気候や飲酒機会の増加などにより

交通事故の多発が懸念されます。一人ひとりが交通ルー

ルを守り、正しい交通マナーを実践して事故を起こさな

いよう、遭わないようにしましょう。 
 
　運動の重点 

　　○飲酒運転の根絶 

　　○高齢者の交通事故防止 

　　○シートベルトと 

　　　チャイルドシートの着用の徹底 

12/11～12/20

冬の交通事故防止運動 
～師走でも ゆとりとマナーで 安全運転～ 

�
保
育
園
で
、
県
警
の
「
ゆ
き
つ 

　
ば
き
号
」
に
よ
る
交
通
安
全
教 

　
室
が
開
催
さ
れ
、
腹
話
術
に
よ 

　
る
交
通
安
全
の
啓
発
や
横
断
歩 

　
道
の
渡
り
方
を
学
び
ま
し
た
。 
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 《
関
川
村
農
林
業
ま
つ
り
》 

 

ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
を
会
場
に
行

わ
れ
た
農
林
業
ま
つ
り
で
は
、
村

の
新
鮮
な
農
産
物
が
ず
ら
り
。
会

場
に
入
っ
た
だ
け
で
、
え
ち
ご
せ

き
か
わ
の
秋
が
満
喫
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
農
産
物
の
販
売
の
ほ
か
に
、

鮭
の
つ
か
み
ど
り
大
会
な
ど
も
行

わ
れ
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。 

 

来
場
者
に
は
朝
日
豚
の
と
ん
汁

や
な
め
こ
汁
、
甘
酒
が
振
る
舞
わ

れ
皆
さ
ん
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

    《
堀
と
柳
の
秋
ま
つ
り
》 

 

役
場
前
の
柳
と
せ
せ
ら
ぎ
通
り

を
中
心
に
行
わ
れ
た
堀
と
柳
の
秋

ま
つ
り
。 

 
当
日
は
風
も
強
く
肌
寒
い
中
で

の
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
約

四
十
店
が
出
店
し
た
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
高
所
作
業
車
体
験
、
恒

例
と
な
っ
た
村
長
ガ
イ
ド
に
よ
る

街
並
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
に

は
、
さ
い
た
ま
市
を
は
じ
め
、
村

内
外
か
ら
約
三
十
チ
ー
ム
が
参
加
。

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り
を
披
露
し
、

沿
道
の
観
客
は
各
チ
ー
ム
の
踊
り

に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
十
一
月
六
日
と
七
日
の
二
日
間
、
東
桂
苑
で
村
の
秋
を
楽
し
む
「
も

み
じ
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
も
み
じ
ま
つ
り
の
開
催
は
初
め
て

で
、
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
渡
辺
家
。 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
渡
辺
家
の
廣
瀬
佳
明
事
務
局
長
は
「
関
川
村
は
、
も
み

じ
の
き
れ
い
な
所
で
、
何
も
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
し
て
幻
想
的
な
夜
を
演
出
し
、
皆
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
紅
葉
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
以
外
に
も
、
庭
園
に
は
約
三
百
も
の
竹
と
う

ろ
う
が
置
か
れ
、
竹
灯
か
り
を
バ
ッ
ク
に
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
大
正
琴
の
演
奏
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
上
市
か
ら
参
加
し
た
よ
さ
こ
い
和
楽
の
武
者
良
子
さ
ん
は
「
夜
、
こ

う
い
う
雰
囲
気
の
中
で
踊
る
の
は
初
め
て
で
、
不
思
議
な
感
じ
で
し
た
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
紅
葉
が
す
ご
く
き
れ
い
で
、
こ
う
い
う
所
で
ま

た
踊
り
た
い
で
す
」
と
幻
想
的
な
夜
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
紅
葉
が 

　
　
　
　
　
作
り
出
す
幻
想
的
な
世
界 



東京上野で村人会総会が 
開催されました 

林
道
蛇
喰
・
中
束
線
が
開
通

林
道
蛇
喰
・
中
束
線
が
開
通 
林
道
蛇
喰
・
中
束
線
が
開
通

林
道
蛇
喰
・
中
束
線
が
開
通 
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十
一
月
十
日
、
林
道
蛇
喰
・
中

束
線
の
開
通
を
記
念
し
て
、
女
川

ふ
る
さ
と
会
館
で
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
林
道
蛇
喰
・
中
束
線
は
、
作
業

道
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
間
伐
や

拡
大
造
林
を
推
進
し
た
い
と
い
う

地
元
集
落
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ

り
、
平
成
八
年
に
開
設
事
業
に
着

手
。
総
事
業
費
は
約
十
三
億
円
で
、

全
長
は
七
千
七
百
五
十
四
　
。 

　
式
典
に
は
、
岩
船
治
山
林
道
協

会
会
長
の
代
理
で
鈴
木
源
左
衛
門

村
上
市
副
市
長
を
は
じ
め
、
県
の

関
係
者
や
工
事
関
係
者
な
ど
が
参

列
し
ま
し
た
。 

　
林
道
蛇
喰
・
中
束
線
の
開
通
に

よ
っ
て
、
森
林
整
備
の
さ
ら
な
る

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

林
道
蛇
喰
・
中
束
線
が
開
通 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る 

　
　
　
　
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た 

　
開
通
記
念
式
典
を
間
近
に
控
え
た
十
一
月
五
日
、
林
道
を
美
し
く
す
る
会

（
星
義
弘
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
林
道
の
維
持
管
理
や
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
刈
払
い
や
泥
上
げ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
会
は
、
活
動
を
始
め
て
十
一
年
目
で
、
年
間
二
〜
三
か
所
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
会
長
の
星
さ
ん
は
「
林
業
の
重
要
性
の
啓
も
う
が
目
的
で
、
こ
う

い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
と
一
緒
に
維
持
管
理
活
動

を
し
て
い
き
た
い
。
林
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　11月21日、東京上野の「精養軒」で第29回

首都圏在住関川村人会総会が盛大に開催されま

した。総会には、昨年より30人多い93人の村

出身会員の皆さんが参加。 

　総会では、事業報告や決算報告、予算案など

を審議・承認。その後行われた交流会では、懐

かしい顔を合わせた会員の皆さんが思い出話に

花を咲かせました。 

 

 

 

 
　次回の村人会総会は、第30回を記念して村

内を会場に開催される予定です。会員の皆さん

は、たくさんの村民の方たちと交流したいと話

していました。懐かしい旧友との再会、楽しみ

ですね。 

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
十
九

日
、
関
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

村
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
開
校

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
植
樹
し
た
の
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
と
し
だ
れ
桜
の
苗
木
そ
れ
ぞ
れ

十
本
。
こ
の
苗
木
は
、
緑
の
百
年

物
語
か
ら
三
十
五
万
円
の
助
成
を

受
け
て
準
備
し
た
も
の
で
す
。 

　
記
念
植
樹
に
は
、
村
や
学
校
関

係
者
の
ほ
か
、
緑
の
百
年
物
語
の

常
任
理
事
で
、
以
前
、
旧
川
北
小

学
校
校
長
を
務
め
た
渡
辺
イ
ツ
子

さ
ん
（
村
上
市
）
も
参
加
し
ま
し

た
。
川
村
三
千
男
校
長
は
「
今
日

は
関
川
小
の
み
ん
な
が
元
気
に
大

き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
植
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
木
を
全
校
児
童
の

み
ん
な
で
大
切
に
育
て
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。
完
成
し
た
ば
か
り

の
新
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
初
め

て
全
校
生
徒
が
集
ま
っ
た
こ
の
日
、

子
ど
も
た
ち
は
手
分
け
し
て
、
少

し
ず
つ
土
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
植
え

ら
れ
た
さ
く
ら
の
苗
木
。
毎
年
春

に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
満
開
の

桜
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
植
え
ら
れ
た
20
本
の
桜 

第30回村人会は 
関川村を会場に行われる予定です 

東京上野で村人会総会が 
開催されました 

〜
関
川
小
で
開
校
記
念
植
樹
〜 



第38回 村民駅伝競走大会 
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村
教
育
委
員
会
主
催
の
伝
統
行
事
「
第
三
十
八
回
村
民
駅
伝
競

走
大
会
」
が
、
十
一
月
三
日
・
文
化
の
日
に
開
催
さ
れ
、
九
つ
の

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
十
六
チ
ー
ム
、
総
勢
百
六
十
人
の
選
手

が
参
加
。 

　
当
日
は
、
気
温
が
低
く
肌
寒
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、

ど
の
選
手
も
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
午
前
十
時
。
女
川
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
タ

ス
キ
を
か
け
た
十
六
人
の
選
手
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
ゴ
ー
ル
の
村

民
会
館
ま
で
三
十
二
・
三
㎞
、
十

区
間
で
争
わ
れ
る
村
民
駅
伝
が
幕

を
開
け
ま
し
た
。 

　
一
区
で
は
女
川
Ａ
、
川
北
Ａ
、

霧
出
Ａ
が
一
歩
抜
け
出
し
、
そ
の

あ
と
に
川
北
Ｂ
、
上
関
Ａ
、
下
関

Ａ
と
続
き
ま
し
た
。
レ
ー
ス
序
盤

か
ら
中
盤
に
か
け
て
、
川
北
Ａ
と

霧
出
Ａ
の
二
チ
ー
ム
に
よ
る
激
し

い
先
頭
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

そ
の
あ
と
に
続
い
た
下
関
Ａ
と
女

川
Ａ
に
よ
る
三
位
争
い
も
目
が
離

せ
な
い
展
開
。
レ
ー
ス
終
盤
は
、

川
北
Ａ
チ
ー
ム
が
底
力
を
見
せ
つ

け
、
七
区
を
走
っ
た
平
田
達
哉
選

手
（
平
内
新
）
が
区
間
新
記
録
と

な
る
快
走
で
二
位
の
霧
出
Ａ
チ
ー

ム
を
突
き
放
し
ま
し
た
。
結
果
は
、

川
北
Ａ
チ
ー
ム
が
四
年
連
続
、
通

算
二
十
三
回
目
の
優
勝
。
ま
た
、

準
優
勝
は
霧
出
Ａ
チ
ー
ム
、
三
位

に
下
関
Ａ
チ
ー
ム
が
入
り
ま
し
た
。 

　
四
連
覇
を
達
成
し
た
川
北
Ａ
チ

ー
ム
監
督
・
須
貝
敏
雄
さ
ん
（
高

田
）
は
「
監
督
と
し
て
過
去
に
四

連
覇
の
経
験
が
二
回
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
五
連
覇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来

年
も
優
勝
し
、
ぜ
ひ
五
連
覇
を
達

成
し
た
い
で
す
」
と
す
で
に
来
年

を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
四
ケ
字
Ｂ
チ
ー
ム
で
６

区
を
走
っ
た
六
年
生
の
渡
辺
樹
さ

ん
（
南
赤
谷
）
は
「
タ
ス
キ
を
も

ら
っ
た
と
き
、
前
に
一
人
ラ
ン
ナ

ー
が
い
た
の
で
追
い
つ
こ
う
と
頑

張
り
ま
し
た
。
一
度
追
い
つ
い
た

の
に
、
ゴ
ー
ル
手
前
で
逆
転
さ
れ

悔
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
追
い
越

せ
た
こ
と
が
自
信
に
な
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

川
北
Ａ
チ
ー
ム
優
勝
メ
ン
バ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略 

１
区
　
南
中
〜
小
和
田
　
３
� 

　
　
　
佐
藤
　
雅
史
（
松
ケ
丘
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
分
40
秒 

２
区
　
小
和
田
〜
上
野
新
　
4.3
� 

　
　
　
平
田
　
　
光
（
小
見
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
15
分
40
秒 

３
区
　
上
野
新
〜
高
田
　
3.1
� 

　
　
　
須
貝
　
　
裕
（
高
田
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
分
08
秒 

４
区
　
高
田
〜
大
島
　
1.7
� 

　
　
　
田
村
　
弥
一
（
高
田
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
12
秒 

５
区
　
大
島
〜
上
土
沢
　
2.1
� 

　
　
　
須
貝
　
剛
志
（
高
田
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
分
24
秒 

６
区
　
上
土
沢
〜
上
関
　
3.8
� 

　
　
　
須
貝
　
秀
之
（
高
田
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
分
59
秒 

７
区
　
上
関
〜
上
川
口
　
3.5
� 

　
　
　
平
田
　
達
哉
（
平
内
新
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
分
29
秒 

８
区
　
上
川
口
〜
高
瀬
　
4.6
� 

　
　
　
須
貝
　
惣
太
（
高
田
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
16
分
14
秒 

９
区
　
高
瀬
〜
滝
原
　
2.9
� 

　
　
　
須
貝
　
隆
平
（
高
田
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
分
00
秒 

10
区
　
滝
原
〜
村
民
会
館
　
3.3
� 

　
　
　
近
　
　
祐
希
（
高
田
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
分
03
秒 

合
計
タ
イ
ム
　
１
時
間
53
分
49
秒 

第38回 村民駅伝競走大会 

川
北
Ａ
チ
ー
ム
が
４
連
覇
を
達
成 
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今
年
は
12
人
の
鉄
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
通
算
30
回
っ
て
、
本

当
に
す
ご
い
記
録
で
す
ね
。 

　
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略 

  

■
通
算
30
回
出
場
選
手 

 

▽
本
間
　
隆
幸
（
安
角
） 

▽
伊
藤
　
　
敏
（
上
関
） 

 

■
通
算
20
回
出
場
選
手 

 

▽
須
貝
　
克
幸
（
高
田
） 

■
通
算
10
回
出
場
選
手 

 

▽
渡
辺
　
拓
巳
（
下
関
） 

▽
佐
藤
　
宏
助
（
下
関
） 

▽
長
野
　
　
渉
（
上
土
沢
） 

▽
平
田
　
澄
人
（
滝
原
） 

▽
高
橋
　
良
平
（
金
俣
） 

▽
船
山
　
利
勝
（
勝
蔵
） 

▽
河
内
　
　
卓
（
湯
沢
） 

▽
船
山
　
知
紘
（
下
川
口
） 

 

■
連
続
15
回
出
場
選
手 

 

▽
船
山
　
大
伸
（
勝
蔵
） 

 

通算表彰  
駅伝競争大会に出場している選手を村教育委員会 

（菅原清委員長）が表彰しました。 

■チーム記録 

順位 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

チーム名 

川 北 Ａ  

霧 出 Ａ  

下 関 Ａ  

女 川 Ａ  

川 北 Ｂ  

上 関 Ａ  

四ケ字Ａ 

九 ケ 谷  

七ケ谷Ａ 

湯　　沢 

霧 出 Ｂ  

下 関 Ｂ  

女 川 Ｂ  

上 関 Ｂ  

七ケ谷Ｂ 

四ケ字Ｂ 

記　録 

１時間53分49秒 

１時間55分30秒 

２時間 1分18秒 

２時間 1分38秒 

２時間 5分29秒 

２時間 6分19秒 

２時間 7分17秒 

２時間 8分 9秒 

２時間 8分16秒 

２時間11分45秒 

２時間12分 3秒 

２時間18分59秒 

２時間20分55秒 

２時間24分52秒 

２時間25分19秒 

２時間26分34秒 

■区間賞（敬称略）　　　　◎印は大会新記録 

区間（距離） 

１（3.0㎞） 

２（4.3㎞） 

３（3.1㎞） 

４（1.7㎞） 

５（2.1㎞） 

６（3.8㎞） 

７（3.5㎞） 

８（4.6㎞） 

９（2.9㎞） 

10（3.3㎞） 

氏名（チーム名・集落） 

大島　竜也（女川Ａ・上野新） 

駒沢　和也（霧出Ａ・鍬江沢） 

須貝　　裕（川北Ａ・高　田） 

傳　　崇宏（霧出Ａ・大　島） 

須貝　剛志（川北Ａ・高　田） 

加藤　護男（七ケ谷Ａ・鮖谷） 

平田　達哉（川北Ａ・平内新） 

横山　太樹（女川Ａ・上新保） 

須貝　隆平（川北Ａ・高　田） 

近　　祐希（川北Ａ・高　田） 

記　録    

 10分39秒 

 15分34秒 

 10分 8秒 

  5分59秒 

  7分24秒 

 12分47秒 

◎11分29秒 

 15分39秒 

 11分00秒 

 12分 3秒 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に

よ
る
と
、
自
ら
命
を
絶
つ
ケ
ー
ス

の
九
割
以
上
に
心
の
病
気
（
精
神

疾
患
）
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
実
際

に
治
療
を
受
け
て
い
た
人
は
、
二

割
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
心
の
病
気
は
、
主
に
脳
の
ト
ラ

ブ
ル
や
機
能
の
乱
れ
に
よ
っ
て
、

心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
働
き
に
影
響

が
出
る
疾
患
で
す
。
そ
こ
に
過
度

の
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
、
几
帳
面
・

真
面
目
、
責
任
感
が
強
い
な
ど
の

性
格
が
相
互
に
関
係
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
心
配
や
ト
ラ
ブ
ル
の
は

け
口
と
し
て
始
ま
っ
た
習
慣
（
飲

酒
、
薬
物
）
が
自
分
で
や
め
ら
れ

な
く
な
る
依
存
症
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
習
慣
が
手
放
せ
な
く
な
り
、

や
め
る
と
禁
断
症
状
が
出
て
、
身

体
的
・
精
神
的
に
も
害
が
及
び
、

人
間
関
係
や
社
会
生
活
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
普
段
か
ら
自
分
自
身

や
身
近
な
人
の
心
の
健
康
に
目
を

向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
体
調
や
睡

眠
・
食
の
面
、
環
境
（
職
場
な
ど
）

の
変
化
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
ス
ト

レ
ス
と
心
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

大
事
で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
も
、
家
族
や
近
所

の
皆
さ
ん
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

◎
ポ
イ
ン
ト
１
：
話
す
時 

　
　「
お
は
よ
う
」「
お
帰
り
な
さ
い
」
な
ど
の
挨
拶
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
挨
拶
は
、
周
り
を
明
る
く
し
て
、
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
り
出
し
ま
す
。 

　
　「
あ
り
が
と
う
」
の
感
謝
の
気
持
ち
も
言
葉
で
伝
え
ま
し
ょ
う
。
自
然
と

　
あ
い
づ
ち
（
う
な
ず
く
こ
と
）
も
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

◎
ポ
イ
ン
ト
２
：
聞
く
時 

　
　
相
手
が
話
し
終
わ
る
ま
で
聞
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
相
手
の
答
え
を
途

　
中
で
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
返
事
を
し
な
か
っ
た
り
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　
ー
シ
ョ
ン
は
深
ま
り
に
く
く
な
り
ま
す
。 

◎
ポ
イ
ン
ト
３
：
見
る
時 

　
　
話
す
時
は
、
優
し
い
目
つ
き
で
じ
っ
と
目
を
見
ま
し
ょ
う
。
話
し
か
け

　
て
い
る
の
に
、
違
う
方
を
向
い
て
い
た
ら
、
相
手
は
「
聞
い
て
く
れ
て
い

　
な
い
の
か
な
ぁ
」
と
思
い
ま
す
。（
も
し
対
面
が
苦
手
な
場
合
は
、
横
に
並

　
ん
で
時
々
目
線
を
合
わ
せ
て
も
よ
い
） 

　
　
ま
た
、
普
段
か
ら
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
も
っ
て
、
ス
ト
レ

　
ス
を
た
め
な
い
こ
と
も
予
防
に
は
大
切
で
す
。 

  

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
で
、
自
然
に
背
中
を
伸
ば
し
ま
す
。 

・
下
腹
部
に
手
を
当
て
て
、
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
き
ま
す
。 

・
お
腹
の
力
（
腹
筋
）
を
ゆ
る
め
て
、
自
然
に
ス
ー
っ
と
空
気
を
吸
い
ま
す
。 

　下記の２項目以上があてはまり、

その状態が２週間以上ほとんど毎日

続いていて、生活に支障が出ている

場合は要注意。　　　（厚生労働省） 

 
□　毎日の生活に充実感がない 

□　これまで楽しんでやれていたこ
　　とが、楽しめなくなった 

□　以前は楽にできていたことが、
　　今ではおっくうに感じられる 

□　自分が役に立つ人間だと思えな
　　い 

□　訳もなく疲れたような感じ　　
　　がする 

□新潟いのちの電話 

　（24時間、年中無休） 

　TEL 53‐4343 

　フリーダイヤル　0120-738-556 

　＊毎月10日  8：00～翌日8：00

　　の24時間は無料。 

□精神保健福祉相談 

　（県精神保健福祉センター） 

　TEL 025-280-0113 

　＊受付時間  8：30～17：00 

　月曜日～金曜日（祝祭日は除く） 

　来所相談は要予約 

　（精神科医師の相談日あり） 

□村の保健師 

　＊訪問や電話相談、相談機関の

　　紹介等。 

　TEL 64‐1472

みなさんのこころと体は大丈夫？ 

お気軽に相談ください 

こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
を
大
切
に 
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免
疫
力
を
高
め
る
食
生
活
を 

県
立
坂
町
病
院
　
栄
養
課
　
加

藤

つ
く
し 

　
今
年
は
、
暑
く
長
い
夏
が
終
わ

る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
冬
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
異
常
な
気
候
は

私
た
ち
の
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
、

病
気
に
な
り
や
す
く
し
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
病
気
に
負
け
な
い
体

を
つ
く
る
た
め
に
、
免
疫
力
を
高

め
る
食
べ
物
を
積
極
的
に
と
り
ま

し
ょ
う
！ 

 

　免
疫
力
を
高
め
る 

　
　
　
食
品
と
栄
養
素 

 

肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
・
乳
製

品
（
た
ん
ぱ
く
質
） 

　
た
ん
ぱ
く
質
は
細
胞
や
免
疫
物

質
を
つ
く
る
成
分
の
一
つ
で
す
。

免
疫
の
働
き
を
維
持
し
免
疫
力
を

高
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す 

 

緑
茶
・
コ
コ
ア
・
赤
ワ
イ
ン
（
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
） 

　
抗
酸
化
物
質
で
あ
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
は
、
活
性
酸
素
に
結
び
つ

き
、
体
か
ら
取
り
除
く
ほ
か
、
白

血
球
の
働
き
を
高
め
ま
す
。 

 

か
ぼ
ち
ゃ
・
に
ん
じ
ん
・
ほ
う
れ

ん
そ
う
（
β
‐
カ
ロ
テ
ン
） 

　
緑
黄
色
野
菜
に
含
ま
れ
る
β
‐

カ
ロ
テ
ン
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
殺
す
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
を
増
や

し
た
り
、
菌
の
攻
撃
の
仕
方
を
記

憶
す
る
リ
ン
パ
球
の
機
能
を
高
め

た
り
し
ま
す
。 

 

き
の
こ
類
（
β
‐
グ
ル
カ
ゴ
ン
） 

　
β
―
グ
ル
カ
ゴ
ン
は
、
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
を
刺
激
し
て
免
疫
力
を

強
化
し
ま
す
。 

 

ヨ
ー
グ
ル
ト
・
納
豆
・
漬
物
・
味

噌
・
醤
油
（
乳
酸
菌
） 

　
腸
内
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
抗

体
が
作
ら
れ
、
免
疫
力
が
高
ま
り

ま
す
。
善
玉
菌
で
あ
る
ビ
フ
ィ
ズ

ス
菌
を
始
め
乳
酸
菌
は
、
悪
玉
菌

の
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
や
大
腸
菌
を
抑

え
て
く
れ
ま
す
。 

 

野
菜
・
い
も
・
豆
・
果
物
（
食
物

繊
維
） 

　
腸
内
の
有
害
物
質
を
排
出
し
て
、

腸
内
を
き
れ
い
に
し
、
善
玉
菌
が

増
え
ま
す
。 

  

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を 

　
こ
れ
ら
の
食
品
を
た
だ
大
量
に

食
べ
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
！ 

　
大
切
な
の
は
、
ま
ん
べ
ん
な
く

色
々
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
！ 

体
に
良
い
も
の
を
食
べ
て
も
偏
っ

て
い
て
は
逆
効
果
で
す
。 

◆
主
食
＋
主
菜
＋
副
菜
を
揃
え
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。 

 

　
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
心
が
け
、
そ
の
上
で
効
果
の

高
い
食
材
を
意
識
す
る
こ
と
が
病

気
に
強
い
体
を
つ
く
る
近
道
で
す
。 

       

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
　
六
二
―
三
一
一
一 

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

 

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
三

年
に
一
度
、
介
護
保
険
事
業

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
事

業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
計
画
は
第
四
期
（
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
三

年
度
ま
で
）
の
も
の
で
、
全

体
像
「
こ
こ
ろ
が
通
い
合
う

福
祉
と
健
康
が
保
た
れ
る
地

域
の
実
現
」
と
個
人
像
「
家

庭
や
地
域
で
生
き
が
い
を
持

ち
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
を

理
念
に
計
画
を
遂
行
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
理
念
が
実
現
さ
れ
る

た
め
に
介
護
予
防
の
推
進
や

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

社
会
参
加
へ
の
取
り
組
み
の

ほ
か
、
介
護
を
要
す
る
高
齢

者
に
対
し
て
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
か
つ
効
率
的
に

提
供
で
き
る
よ
う
な
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
量
か
ら
村
の
介
護
保
険

料
も
決
定
し
て
い
ま
す
。 

　
第
五
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

今
年
十
二
月
に
六
十
五
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」

を
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
は
、
村
の
高
齢
者

が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
か
を
把
握
し
、
一
人
ひ

と
り
が
よ
り
元
気
に
、
そ
し
て

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
村
の
実
現
の

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
、
介

護
保
険
事
業
計
画
の
基
と
な
る

大
切
な
調
査
で
す
。 

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

の
一
部
は
担
当
の
介
護
支
援
専

門
員
が
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
地
区
の
健

康
推
進
員
が
配
布
と
回
収
を
行

い
ま
す
。 

　
お
忙
し
い
時
節
で
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
　
住
民
福
祉
課
健
康
介
護
班 

　
　
　
六
四
―
一
四
七
二 
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全
国
大
会
等
入
賞
・
出
場
選
手 

―
陸
上
― 

▽
船
山
　
勝
雄
（
勝
蔵
）  

＊
第
27
回
北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手

　
権
大
会 

　
100
ｍ
走
　
第
４
位
・
400
ｍ
走
　
第
３
位 

　
300
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
　
第
２
位
（
大
会
新
） 

＊
第
28
回
北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手

　
権
大
会 

　
100
ｍ
走
　
第
２
位
・
400
ｍ
走
　
第
１
位 

　
800
ｍ
走
　
第
２
位 

―
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
― 

▽
高
野
　
義
昭
（
大
島
）  

＊
第
10
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

　
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
デ
ィ
ス
リ
ー
ト
・
フ
ァ
イ

　
ブ
の
部
第
４
位
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
メ
ン
ズ
・

　
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
部
第
２
位 

―
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
― 

▽
伊
藤
　
賢
人 

　
　
　
（
辰
田
新
・
新
潟
商
業
高
校
１
年
） 

＊
第
63
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第

　
５
位 

―
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
― 

▽
松
田
　
瑞
紀
（
上
関
・
荒
川
高
校
３
年
） 

▽
細
野
　
愛
理
（
下
関
・
荒
川
高
校
３
年
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

　
女
子
団
体
戦
出
場
・
北
信
越
高
等
学
校
定

　
時
制
通
信
制
体
育
大
会
女
子
団
体
戦
出
場 

―
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
― 

▽
堀
　
　
克
久
（
湯
沢
・
荒
川
高
校
３
年
） 

＊
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会 

　
ベ
ス
ト
16 

―
野
球
― 

▽
野
澤
　
和
希 

　
　
　
　
（
辰
田
新
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

＊
第
10
回
Ａ
Ａ
全
国
中
学
校
Ｋ
Ｂ
野
球
選
手

　
権
大
会
in
伊
豆
出
場 

―
ゴ
ル
フ
― 

▽
瀬
賀
　
百
花
（
下
関
・
関
川
小
学
校
６
年
） 

＊
全
日
本
小
学
生
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
全

　
国
決
勝
大
会
高
学
年
女
子
の
部
第
３
位
・

　
全
日
本
小
学
生
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
東

　
北
予
選
大
会
高
学
年
女
子
の
部
第
１
位 

  

北
信
越
大
会
等
入
賞
・
出
場
選
手 

―
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
― 

▽
近
　
友
里
恵 

　
　
　
（
大
島
・
新
発
田
商
業
高
校
３
年
） 

▽
近
　
　
美
咲 

　
　
（
辰
田
新
・
新
発
田
商
業
高
校
２
年
） 

＊
第
63
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第
２

　
位
・
第
46
回
北
信
越
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ

　
ー
ル
選
手
権
大
会
出
場 

―
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
― 

▽
本
間
　
　
壮 

　
　
　
　
（
大
島
・
新
発
田
南
高
校
３
年
） 

▽
佐
藤
　
　
玄 

　
　
　
　
（
安
角
・
新
発
田
南
高
校
３
年
） 

＊
第
63
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第
２

　
位
・
第
49
回
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育

　
大
会
出
場 

―
陸
上
― 

▽
佐
藤
香
津
利
（
蔵
田
島
・
村
上
高
校
１
年
） 

＊
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
１
年
生
大
会
男
子

　
ハ
ン
マ
ー
投
げ
第
１
位
・
北
信
越
高
等
学

　
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
男
子
ハ
ン
マ
ー
投

　
げ
出
場 

―
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
― 

▽
平
田
　
実
佳
（
平
内
新
・
荒
川
高
校
２
年
） 

＊
北
信
越
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大

　
会
女
子
団
体
戦
出
場 

―
柔
道
― 

▽
伊
藤
奈
津
美 

　
　
　
　
（
沼
・
村
上
桜
ケ
丘
高
校
３
年
） 

＊
第
63
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
女
子

　
78
㎏
級
第
２
位
・
第
51
回
北
信
越
高
等
学

　
校
総
合
体
育
大
会
女
子
78
㎏
級
ベ
ス
ト
８ 

▽
佐
藤
　
健
世 

　
　
（
下
関
・
東
京
学
館
新
潟
高
校
３
年
） 

＊
第
51
回
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
男
子
団
体
戦
・
男
子
81
㎏
級
出
場 

▽
高
橋
　
　
慧 

　
　
（
大
石
・
東
京
学
館
新
潟
高
校
１
年
） 

＊
第
51
回
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
男
子
団
体
戦
出
場 

▽
鈴
木
　
耀
太 

　
　
　
　
（
下
関
・
新
潟
工
業
高
校
２
年
） 

＊
第
51
回
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
男
子
73
㎏
級
出
場 

▽
�
橋
　
　
慎
（
大
石
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

＊
第
41
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子
団

　
体
第
３
位
・
男
子
73
㎏
級
第
３
位
・
第
31

　
回
北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子
73

　
㎏
級
第
３
位 

▽
小
池
　
一
毅
（
下
関
・
能
生
中
学
校
２
年
） 

＊
第
41
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子
団

　
体
第
３
位
・
男
子
90
㎏
超
級
第
２
位
・
第

　
31
回
北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子

　
90
㎏
超
級
第
３
位 

▽
小
池
　
陽
菜
（
下
関
・
関
川
小
学
校
６
年
） 

＊
平
成
22
年
度
北
信
越
柔
道
連
盟
強
化
指
定

　
選
手 

　
第
30
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体

　
育
大
会
５
・
６
年
生
50
㎏
超
級
第
１
位
・

　
第
１
回
県
小
学
生
女
子
体
重
別
柔
道
大
会

　
６
年
生
55
㎏
超
級
第
２
位 

  

県
大
会
入
賞
選
手 

―
陸
上
― 

▽
小
池
　
陽
菜
（
下
関
・
関
川
小
学
校
６
年
） 

＊
第
７
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大

　
会
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
第
２
位 

―
柔
道
― 

▽
近
　
賢
太
朗
（
宮
前
・
北
越
高
校
２
年
） 

＊
第
32
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

　
新
潟
県
大
会
男
子
90
㎏
級
第
３
位
・
全
日

　
本
新
人
体
重
別
選
手
権
新
潟
県
大
会
男
子

　
90
㎏
級
第
３
位 

▽
五
十
嵐
あ
さ
ひ 

　
　
　
（
上
関
・
村
上
桜
ケ
丘
高
校
３
年
） 

＊
第
32
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

　
新
潟
県
大
会
女
子
57
㎏
級
第
３
位 

11月3日 

平成22年度 

村体育協会 

優秀選手表彰 

＊成績は主なもの 
　順不同・敬称略 
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佐

藤

夢

希
さ
ん 

（
大
島
） 

　11月５日に長岡市で行われた県中学校駅伝
競走大会にキャプテンとして出場した佐藤夢希
さんに話を聞きました。 

―チームのキャプテンとして県大会を振り返っ
　て今の気持ちは？  
　昨年は県大会出場を逃してしまい、大変悔し
い思いをしました。今年は必ず県大会に行くぞ
という強い気持ちで夏からみんなで走り込んで
きました。結果は32位でしたが、下越地区の
中学校の中では３番目のタイムだったので頑張
れたと思います。 

―駅伝を通して気付いたことや感じたことは？  
　僕は郡市・下越・県大会とすべてアンカーを
走りました。最終区の自分のところまで、ひと
つのタスキを精一杯の走りでつないでくれた仲
間の願い、サポートしてくれた仲間の期待、そ
して応援してくれた方々の思いや関川中学校の
絆を感じながら走ることができました。 

―一緒に頑張った仲間へひと言お願いします。 
　朝練や夏休みの猛暑の中、一緒に練習してき
た仲間たちと県大会に行くことができて幸せで
した。ありがとうございました。 

―将来の夢を聞かせてください。 
　僕の将来の夢はまだ決まっていませんが、い
つかこの経験を活かせるよう頑張っていきたい
です。 

▽
加
藤
　
　
聡
（
鮖
谷
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

▽
佐
藤
　
朋
典
（
安
角
・
関
川
中
学
校
３
年
） 

▽
阿
部
　
岳
晃
（
金
丸
・
関
川
中
学
校
２
年
） 

▽
加
藤
　
裕
一
（
鮖
谷
・
関
川
中
学
校
２
年
） 

▽
佐
藤
　
亨
憲
（
下
関
・
関
川
中
学
校
１
年
） 

＊
第
41
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子
団
体
第

　
３
位 

▽
�
橋
　
　
郁
（
下
関
・
関
川
小
学
校
４
年
） 

＊
第
１
回
県
小
学
生
女
子
体
重
別
柔
道
大
会
４
年

　
生
33
㎏
以
下
級
第
１
位
・
第
30
回
県
ス
ポ
ー
ツ

　
少
年
団
総
合
体
育
大
会
４
年
生
以
下
45
㎏
以
下

　
級
第
３
位 

―
卓
球
― 

▽
近
　
　
陽
貴
（
大
島
・
関
川
小
学
校
６
年
） 

▽
市
井
　
翔
大
（
山
本
・
関
川
小
学
校
５
年
） 

▽
高
橋
　
由
伸
（
上
土
沢
・
関
川
小
学
校
４
年
） 

＊
第
30
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会
団

　
体
戦
第
３
位 

第
53
回 

　
郡
市
柔
道
大
会 

第
13
回 

Ｂ
Ｓ
Ｎ
柔
道
選
手
権 

　
　
大
会
（
県
大
会
） 

■
期
日
　
10
月
31
日 

■
会
場
　
村
上
東
中
学
校
武
道
場 

■
成
績 

―
小
学
生
団
体
戦
― 

▽
第
２
位
　
関
川
村
柔
道
教
室 

―
小
学
生
６
年
生
の
部
― 

▽
第
１
位
　
小
池
　
陽
菜
（
下
関
） 

▽
第
３
位
　
高
橋
　
　
孟
（
下
関
） 

―
小
学
生
４
年
生
の
部
― 

▽
第
２
位
　
高
橋
　
　
郁
（
下
関
） 

―
小
学
生
１
年
生
の
部
― 

▽
第
２
位
　
小
池
　
優
佳
（
下
関
） 

▽
第
３
位
　
近
　
　
健
太 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
辰
田
新
） 

■
期
日
　
11
月
６
日
・
７
日 

■
会
場
　
鳥
屋
野
総
合
体
育
館 

■
成
績 

―
６
年
生
女
子
無
差
別
級
― 

▽
第
３
位
　
小
池
　
陽
菜
（
下
関
） 

―
中
学
生
女
子
団
体
― 

▽
第
３
位
　
関
川
中
学
校 

■
期
日
　
11
月
14
日 

■
会
場
　
村
民
会
館 

■
成
績 

―
団
体
戦
の
部
― 

▽
第
３
位
　
女
川
チ
ー
ム 

―
個
人
戦
の
部
― 

▼
小
学
生
高
学
年 

▽
第
１
位
　
近
　
　
陽
貴 

　
　
　
　
　
　
　
（
６
年
・
大
島
） 

▽
第
３
位
　
市
井
　
翔
大 

　
　
　
　
　
　
　
（
５
年
・
山
本
） 

▼
一
般
女
子
Ａ 

▽
第
２
位
　
伊
藤
　
直
実 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
麦
千
刈
） 

▽
第
３
位
　
伊
藤
　
早
苗 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
麦
千
刈
） 

▽
同
　
　
　
新
野
　
　
瞳
（
金
丸
） 

▼
一
般
女
子
Ｂ 

▽
第
１
位
　
高
橋
香
代
子
（
蛇
喰
） 

▽
第
２
位
　
近
　
　
知
子
（
大
島
） 

▽
第
３
位
　
渡
辺
千
佳
子
（
上
関
） 

▼
一
般
男
子
Ａ 

▽
第
２
位
　
内
山
　
　
誠
（
大
島
） 

▼
一
般
男
子
Ｂ 

▽
第
１
位
　
鈴
木
　
利
彦
（
蛇
喰
） 

▽
第
２
位
　
小
笠
原
　
敏 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
市
） 

 

第
６
回 

ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ 

　
　
　
卓
球
大
会 

《県大会結果》　32位／42チーム中 
《メンバー》須貝　裕・加藤護男・小嶋夏希・高橋智裕・
　　　　　　磯部　晃・佐藤夢希 
　選手の皆さん、サポートの皆さんお疲れさまでした。 
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みんなできてね！！ 

　　図書室は、あなたのクリスマスを応援します！クリスマスパーティーの料理やお菓子、手作りの

　カードやプレゼントの作り方、クリスマスを盛り上げる絵本なども揃っていますよ。 

「ふゆじたくのおみせ」 
ふくざわゆみこ　さく　Eフ 

「骸骨ビルの庭」 
宮本　輝　913ミ 

　クマさんとヤマネくんは贈り物を
しようと、ふゆじたくのお店へ買い
物に行きました。二人の心温まる交
流を描いた一冊。贈り物をする時の
相手への思いが伝わってきます。 

　住人たちを立ち退かせるため、八
木沢は管理人としてビルに着任する。
戦後からそこに暮らす住人たちの、
それぞれの人生の軌跡と断ち切れぬ
絆が八木沢の心を動かす。 

みんなできてね！！ 

　
十
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
た
堀

と
柳
の
秋
ま
つ
り
で
、
関
川
小
六

年
生
が
渡
邉
邸
や
東
桂
苑
、
歴
史

と
み
ち
の
館
な
ど
で
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
務
め
ま
し
た
。 

　
六
年
生
児
童
は
、
こ
の
日
の
た

め
に
夏
休
み
か
ら
準
備
を
開
始
。

事
前
見
学
を
行
っ
た
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
収
集
す

る
な
ど
準
備
万
端
。
子
ど
も
た
ち

は
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
勉
強
し
て

き
た
こ
と
を
精
一
杯
伝
え
ま
し
た
。 

　
新
潟
市
か
ら
家
族
で
遊
び
に
来

た
と
い
う
女
性
は
「
良
く
勉
強
し

て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
何
よ

り
も
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
っ
て
礼

儀
正
し
い
。
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
学
ぶ
姿

が
す
ば
ら
し
い
」
と
感
心
し
て
い

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

を
務
め
た
伊
藤
実
那
さ
ん（
上
関
）

は
「
勉
強
し
て
き
た
こ
と
を
う
ま

く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
大
変

な
こ
と
で
し
た
が
、
機
会
が
あ
れ

ば
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
人
に

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
や
人
に
伝

え
ら
れ
た
と
き
の
嬉
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。 

大好評だった観光ボランティアガイド 

�
５
年
生
は
学
校
田
で
収
穫
し
た 

　
「
大
し
た
も
ん
蛇
米
」
を
プ
レ 

　
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

村の歴史は 
　僕たちにまかせて！ 
村の歴史は 
　僕たちにまかせて！ 

11（土）・26（日） 

18（土） ……… 
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随
想
リ
レ
ー 

81

齋 藤　佑先生 
（関川中学校　１年担任） 

１月１日号は、関川小学校の松井恭子先生に 

バトンタッチ！ 

　「
努
力
は
人
を
裏
切
ら
な
い
」 

こ
の
言
葉
は
大
学
の
恩
師
、
野
瀬
清
喜
先
生
か
ら
頂
い

た
言
葉
で
す
。 

　
一
浪
し
て
大
学
に
入
学
し
、
柔
道
部
に
入
部
で
き
た

の
は
、
四
月
当
初
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
女

子
柔
道
部
だ
か
ら
入
部
で
き
な
い
」
と
話
を
さ
れ
、
夏

ご
ろ
ま
で
は
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

か
、
目
的
も
な
く
、
何
を
し
た
い
の
か
も
分
か
ら
ず
に

大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
自
分
が
嫌
で
、
自
分
探
し
の
目
的
で
ア
メ
リ

カ
の
大
学
に
一
ヶ
月
半
、
語
学
留
学
し
ま
し
た
が
、
滞

在
中
も
何
か
物
足
り
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
帰
国
し
て
も
、
目
的
も
定
ま
ら
な
い
生
活
を
送
っ
て

い
た
矢
先
、
偶
然
、
ふ
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
野
瀬
先
生

と
出
会
い
ま
し
た
。
自
分
か
ら
先
生
の
と
こ
ろ
に
向
か

い
「
明
日
か
ら
柔
道
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
頭
を
下

げ
、
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
藁
に
も
す
が
る

思
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

　
「
一
年
間
、
必
死
に
練
習
を
し
て
い
た
ら
、
胸
に
大

学
の
名
前
が
入
っ
た
柔
道
着
を
着
て
、
試
合
に
出
場
で

き
る
」
と
い
う
条
件
で
私
の
大
学
で
の
部
活
動
は
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
練
習
は
埼
玉
大
学
で
、
自
分
の
大
学

か
ら
片
道
十
五
�
、
毎
日
自
転
車
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。

柔
道
が
で
き
る
と
思
え
ば
苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

練
習
は
き
つ
く
、
大
変
で
し
た
。
選
手
生
活
の
半
分
ほ

ど
は
、
ケ
ガ
と
の
戦
い
で
し
た
。
自
信
を
な
く
し
、
大

宮
駅
に
電
車
が
停
車
す
る
と
、
思
わ
ず
新
幹
線
に
飛
び

乗
り
た
い
思
い
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
電
車
の
中
で

何
度
も
泣
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
「
新
潟
に
戻
っ

て
教
員
に
な
る
」
と
い
う
自
分
の
夢
が
い
つ
も
自
分
自

身
を
支
え
て
く
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
関
川
中
学
校
に
赴
任
し
て
三
年
。
思
え
ば
、
年
齢
も

二
十
代
か
ら
三
十
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
最
近
、
ふ
と

自
分
自
身
の
未
来
像
を
考
え
て
い
ま
す
。 

　
毎
日
、
元
気
な
挨
拶
。
学
校
生
活
で
見
せ
る
満
点
の

笑
顔
、
そ
し
て
、
自
分
の
未
来
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
、

歩
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
。
生
徒
と
と
も
に
私
も
歩
み

を
止
め
ず
、
一
歩
一
歩
理
想
の
自
分
に
向
け
て
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
秋
も
深
ま
っ
た
十
一
月
十
四
日
、
土
沢
ふ
れ
あ
い
自
然
の
家
（
旧
土
沢

小
学
校
）
で
霧
出
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
霧
出
ま
つ
り
は
、

旧
土
沢
小
学
校
の
閉
校
後
、
初
の
開
催
。 

　
主
催
者
を
代
表
し
て
霧
出
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
伝
信
男
会
長
が
「
一
時

は
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
霧
出
を
想
う
心
を
、
こ
の
旧
土
沢
小
学
校
に
寄
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
関
川
小
学
校
に
通
う
霧

出
地
区
の
子
ど
も
た
ち
約
四
十
人
に
よ
る
合
唱
で
幕
開
け
。
休
み
時
間
を

利
用
し
て
練
習
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
子
ど
も
た
ち
は
校
歌
な
ど
三
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
唄
や
踊
り
の
他
に
も
、
健
康
づ
く
り
推
進
委
員

に
よ
る
健
康
教
室
や
農
産
物
品
評
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

�
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
歌
声
が 

　
体
育
館
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た 

閉
校
後
、
初
の
霧
出
ま
つ
り

閉
校
後
、
初
の
霧
出
ま
つ
り 

閉
校
後
、
初
の
霧
出
ま
つ
り 

　日本損害保険協会では、防災活動の一環として、

毎年、全国に20台の消防積載車を寄贈しています。 

　今年は、本県へ１台の割当があり、その１台が

村へ寄贈されることが決定しました。 

　寄贈された積載車は、12月２日に関川小学校で

披露され、受納式の後で、第１分団第１部（下関）

に引き渡す予定となっています。 

�
寄
贈
さ
れ
る
積
載
車
と 

　
同
型
の
も
の 

日本損害保険協会から 
　消防積載車が寄贈されます 
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早 坂 ノエミさん（深沢） 

・コシヒカリ新米　半合 

・にいがた地鶏のささみ　２本（70g）　 

・たまねぎ　1/4個　・プレーンヨーグルト　大さじ１ 

・塩　0.7g　・こしょう　少々　・米粉　適量 

・卵　適量　・パン粉　適量　・揚げ油　適量 

・大根　50g　・しょうゆ　９g　・みりん　4.5g 

・砂糖　0.8g　・青じそ　１枚半 

にいがた地鶏のささみのかつ丼 
　関川村のにいがた地鶏の生産量は県内第１位で約

30％を村内で生産しています。  

　一般に販売されているブロイラー種よりうま味成

分が約２倍も含まれていて、保水性が高くジューシ

ーでしっかりとした歯ごたえのおいしい鶏肉です。 

①米は洗って30分程度浸水させ、炊飯器で炊く。 

②鶏ささみは肉たたきでたたいて伸ばし、半分はたまね

　ぎのすりおろしにつけ、半分はヨーグルトにつける。

　（どちらもできるだけ長い時間つけると、やわらかく

　なりおいしくなる）しばらくつけたら塩、こしょうを

　ふる。 

③米粉、溶き卵、パン粉の順につけて170℃の揚げ油で

　からっと揚げる。揚げたら油をきっておく。 

④大根はおろして汁ごと鍋に入れ、しょうゆ、みりん、

　砂糖も入れて火にかけてひと煮する。 

⑤どんぶりにご飯を盛り、ささみのカツをのせて④のた

　れをかける。 

⑥せん切りにした青じそを飾ってできあがり。 

81 （1人分） 

齢
に
か
過
ぎ
行
く
月
日
の
早
か
り
し
　
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

遠
き
日
偲
び
若
き
日
何
処
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

紅
葉
狩
り
大
石
山
に
ダ
ム
の
色
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

今
を
盛
り
と
人
は
集
い
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

無
造
作
に
伸
び
る
す
す
き
穂
風
ま
か
せ
　
　
　
　

小
池
　
啓
子 

靡
く
姿
に
心
移
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

頭
ふ
り
リ
ズ
ム
と
る
児
の
眼
と
あ
え
ば
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子 

い
つ
し
か
吾
も
園
児
の
ひ
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

訪
ね
來
し
上
杉
城
主
の
奨
励
を
　
　
　
　
　
　
　

山
口
　
藤
枝 

今
に
傳
え
る
ウ
コ
ギ
の
垣
根
（
米
沢
に
て
）
　
　
　
　
（
辰
田
新
） 

短

　

歌 

よ
わ
い 
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八
・
二
八
水
害
の
記
録
「
天
災
の

あ
ら
し
」
を
著
し
た
近
研
三
さ
ん
は

大
正
十
二
年
三
月
八
日
、
関
川
村
上

関
に
近
広
吉
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。 

　
長
じ
て
関
川
信
用
組
合
販
売
購
買

利
用
組
合
勤
務
を
経
て
、
昭
和
十
八

年
十
月
関
谷
村
書
記
に
任
命
さ
れ
た
。 

　
昭
和
二
十
五
年
二
十
七
歳
で
税
務

課
長
に
就
任
し
た
の
を
は
じ
め
、
昭

和
三
十
四
年
民
生
課
長
（
三
十
五
年

病
院
事
務
長
兼
任
。
三
十
六
年
住
民

課
長
も
兼
任
）
。
昭
和
三
十
六
年
十

月
福
祉
課
長
を
歴
任
。
昭
和
三
十
九

年
第
十
九
回
国
体
が
開
催
さ
れ
、
関

川
村
は
山
岳
競
技
会
場
と
な
り
、
国

体
準
備
室
長
を
つ
と
め
た
。
国
体
終

了
後
の
昭
和
三
十
九
年
十
月
企
画
課

長
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
総
務
課
長

を
歴
任
。
こ
の
年
の
八
月
二
十
八
日

未
曾
有
の
大
水
害
に
遭
遇
す
る
。 

　
昭
和
五
十
一
年
産
業
課
長
に
就
き
、

昭
和
五
十
三
年
十
月
勤
続
三
十
五
年

を
つ
と
め
退
職
。
終
始
村
の
要
職
を

つ
と
め
関
川
村
の
発
展
に
尽
く
し
た

功
績
は
大
き
い
。 

　
昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
八
日
の

記
録
的
な
集
中
豪
雨
は
関
川
村
を
一

夜
に
し
て
壊
滅
的
状
態
に
陥
れ
た
。 

　
三
十
四
名
の
尊
い
生
命
を
奪
っ
た

濁
流
は
家
を
流
し
、
耕
地
を
荒
廃
さ

せ
、
道
路
・
橋
梁
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
施
設
に
荒
れ
狂
っ
て
、
被
害
総
額

一
七
七
億
円
を
超
え
る
ま
れ
に
見
る

大
惨
事
と
な
っ
た
。 

　
当
時
、
村
の
災
害
対
策
本
部
の
総

務
責
任
者
と
し
て
救
援
活
動
に
か
か

わ
っ
た
総
務
課
長
近
研
三
さ
ん
は
災

害
の
発
生
か
ら
復
旧
着
手
ま
で
を
克

明
に
記
録
し
た
「
八
・
二
八
水
害
の

記
録
―
天
災
の
あ
ら
し
―
」
を
平
成

七
年
に
出
版
し
た
。
①
災
害
の
発
生
、

②
ひ
た
す
ら
救
援
を
待
つ
、
③
被
害
、

④
救
援
、
⑤
復
旧
へ
の
道
、
⑥
遺
体

捜
索
と
合
同
慰
霊
祭
の
六
部
構
成
で

自
分
の
記
録
資
料
を
も
と
に
詳
細
に

述
べ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
貴
重
な
文

献
で
あ
る
。
特
に
第
一
部
で
は
十
三

時
五
十
分
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
て

か
ら
二
十
二
時
五
十
分
通
信
途
絶
し

て
、
村
内
の
情
勢
掌
握
不
能
と
な
る

ま
で
の
様
子
を
筆
者
は
状
況
が
刻
々

変
化
す
る
中
で
走
ら
せ
た
メ
モ
を
も

と
に
記
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
役
場

職
員
、
村
消
防
団
、
自
衛
隊
、
県
警

は
、
そ
の
時
ど
う
動
い
た
か
克
明
に

今
日
に
伝
え
て
く
れ
る
。 

　
激
甚
災
害
の
指
定
を
う
け
、
か
っ

て
な
い
大
規
模
な
災
害
復
旧
に
よ
り

新
し
く
生
ま
れ
変
っ
た
村
の
姿
に
、

過
去
の
出
来
ご
と
は
、
と
か
く
か
す

み
の
よ
う
に
薄
れ
が
ち
に
な
り
、
や

が
て
世
代
の
移
り
変
り
と
共
に
忘
れ

去
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。 

　
こ
の
書
は
濁
流
に
飲
み
こ
ま
れ
て

い
っ
た
人
々
へ
の
痛
哭
の
書
で
あ
る

と
同
時
に
今
後
の
防
災
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
は
何
か
を
示
唆
し
て
く
れ

る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
近
研
三
さ

ん
の
功
績
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。 

　
昭
和
四
十
四
年
一
月
全
国
町
村
会

長
表
彰
を
受
賞
。 

○
著
書 

　
・
八
・
二
八
水
害
の
記
録 

　
　
「
天
災
の
あ
ら
し
」 

　
・
妻
を
悼
む 

　
・
人
生
う
き
し
ず
み
の
記 

　
・
米
寿
に
想
う 

　
・
先
祖
代
々
の
記
録 

○
近
家
の
系
図 

　
先
祖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
代 

　
孫
三
郎
―
乙
次
郎
―
広
吉
―
研
三
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
祐
治 

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
遠
い
」「
険
し
い
」 

遠
い
日
の
竹
馬
連
想
ハ
イ
ヒ
ー
ル
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

登
山
好
き
雪
山
眺
む
車
椅
子
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

玉
音
も
昭
和
も
褪
せ
て
遠
く
な
る
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

ア
ル
バ
ム
が
遠
い
昔
を
語
り
出
す
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

遠
い
友
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
用
済
ま
せ
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

児
は
巣
立
ち
明
月
も
は
や
忘
れ
居
て
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

啄
木
鳥
に
一
心
不
乱
を
教
え
ら
れ
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

「
蒼
茫
」
を
読
ん
で
し
の
び
ぬ
秋
の
夜
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

濃
く
淡
く
遠
山
わ
け
て
秋
深
む
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

赤
飯
に
菊
な
ま
す
添
え
村
祭
　
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

乙
女
等
の
動
き
た
お
や
か
風
の
盆
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

秋
晴
れ
や
結
婚
式
の
稚
児
の
舞
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

ひ
ら
ひ
ら
と
睦
み
合
い
つ
つ
秋
の
蝶
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

関

川

俳

句

の

会

作

品

 

近 　 研 三  
　　　　　　　（上関在住） 

き
つ
つ
き 

（
蒼
茫
は
森
澄
雄
の
句
集
） 
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81

ロウバイ（蝋梅） 

　ロウバイは名前に梅がついているので、一般の梅

と同様にバラ科サクラ属と思われそうですが、ロウ

バイ科ロウバイ族の落葉低木です。中国原産でよく

栽培されているのはソシンロウバイという品種です。

この花の由来は呼んで字のごとくで、ロウソクのロ

ウで作ったような黄色い花が多数付くからです。ま

るでロウで作った造花のような花は、初めて見たと

きから強烈に印象にのこりました。花の香りも強く、

かわいらしい花なのですが、開花時期が１～２月頃

なので、葉も落ち始めあまり目立たな

くなるのが欠点です。花の少ない真冬

に開花してくれる楽しみな花です。 

栽培方法　土質や日照にあまり左右さ

れず、雪国の関川村でも栽培が容易で

す。冬に開花するので私は地植えにし

たことがありませんが、囲いをすれば

地植えでも栽培可能でしょう。増殖は

挿し木が一般的ですが実生もできます。

晩秋にアズキくらいの種ができるので、

播種すると翌春発芽します。 

　種子などにアルカロイド系の毒を含

むので、取扱に多少注意してください。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

平成22年10月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,048世帯（－３） 
総 人 口　　6,676 人（－６） 
　 男 　　　3,181 人（－３） 
　 女 　　　3,495 人（－３） 

転入　18人　　転出　12人 

出生　２人　　死亡　14人 （　　　　　　　　） 

優　菜ちゃん（10歳） 

遥　菜ちゃん（５歳） 

ゆう　　　 な 

はる　　　 な 

　みんなに笑顔と元気をくれる２人の娘たち。ケンカもいっぱいする

けれど、とっても仲良し。明るくひょうきん者でおしゃべり大好きな

妹と４年生になり勉強を頑張っているとっても頼れる姉です。これか

らも元気にいっぱい遊んでいつまでも仲良し姉妹でいてね！！ 

須貝隆平さん　千穂さん（高田） 

●10月16日～11月15日までの届出● 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

山口　光子　さん　　61歳　　上土沢 

津野トキエ　さん　　92歳　　上　関 

大塚　タイ　さん　　80歳　　金　俣 

大島　平二　さん　　81歳　　上野新 

近　　英雄　さん　　78歳　　大　島 

船山義次郎　さん　　81歳　　下川口 

伊藤　松男　さん　　80歳　　南　中 

近　一之進　さん　　89歳　　大　島 

お誕生おめでとうございます 

后禾右ちゃん（女）　高　田 
　　　　　須貝大次郎・三郁子さん 

色　葉ちゃん（女）　下土沢 
　　　　　　田村　聖・春菜さん 

乃　愛ちゃん（女）　下　関 
　　　　　　池田行俊・めぐみさん 

　み　か　な 

いろ　　 は 

　の　　　あ 

�今年も残すところ１か月となりました。時
間が経つのが早いと感じるのは私だけでしょ
うか。年をとったせいかもしれません･･･。 
昨年の今頃は、新型インフルエンザが猛威を
振るい、連日ニュースや新聞で「学級閉鎖」「学
校閉鎖」が報道されていました。今年は昨年
に比べると、それほどインフルエンザが流行
していませんが油断は禁物です。手洗い・う

がいで予防しましょう。　　　　　　（あ） 

　菅　沼　　正　広　さん　中　束 
（鈴　木）　杏　奈　さん（新発田市） 

　伊　藤　　　賢　　さん　中　束 
（大　滝）　たか子　さん（村上市） 

　新　野　　　勝　　さん　南赤谷 
（大　沼）　紗由里　さん（上土沢） 

　嶋　原　　勝　哉　さん　上　関 
（小　澤）　　渚　　さん（新潟市北区） 

 


